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そこで、以前の研修で修得した 2 次元の測定 (2D) 1) を行うとさらに帰属情報が豊富になり、解析が


































図 1 では IH のシグpナノレ、及びプロトンの数を示す積分値が表示されている。 lppm 付近(メチ
ルプロトンに相当)、及び 4ppm 付近(メチレン、及びメチンプロトンに相当)は帰属可能である
が、 1.5ppm 付近のシグナルは何重にも共鳴(プロトン 1 個のシグナルが数本に分裂する)が起こ
り帰属が困難となった。
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図 2
図 2 では 13C のシグナルが表示されている。シグナルの本数 (80ppm 付近の振り切れているシ
グナルは CDCh のシグナルで、無視)は 14 本で炭素原子が 14 個と予想される。
3 20 の測定
3 -1 COSY 法を用いた測定
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磁場勾配 (FG) 法を用いた測定












られる COSY-FG 法 2) を行った。
測定時間は 20 分に短縮でき、図
3 と同様な結果が得られた。さ
らに 3- 2 と同様 C-H 相関を観






FG の有効性が確認できたため、 IH と 13C のロングレンジ相関信号を求め、 4 級炭素と IH の相関
信号も確認できる HMBC-FG 法 2)を行った。その結果を図 5 に示す。 CHSHF、及び HMQC-FG 法(図 4)
で確認できた 3 ヵ所の 4 級炭素の特定はこの方法によって明らかとなった。
4 最後に
IH-NMR，及び 13C-NMR では帰属困難な有機化合物の同定を 20-NMR によって可能とした。 COSY，
CHSHF 法、さらに、磁場勾配を利用した COSY-FG 、 HMQC-FG 、そして HMBC-FG 法は H-H，及び C-H の相
関が明らかになり、標的化合物の構造同定を容易にした。特に、後者の FG 法は測定時間の短縮に有効
であったの
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